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市町村名 2008/09 年版 2013/14 年版 2016 年版
宮古市 2009 年度 2014 年度 2016 年度
大船渡市 2009 年度 2013 年度 2015 年度
久慈市 2009 年度 2014 年度 2016 年度
陸前高田市 2008 年度 2013 年度 2015 年度
釜石市 2009 年度 2014 年度 2016 年度
大槌町 2008 年度 2012 年度 2016 年度
山田町 2009 年度 2013 年度 2015 年度
岩泉町 2009 年度 2012 年度 2015 年度
田野畑村 2005 年度 2012 年度 2015 年度
普代村 2004 年度 2010 年度 2015 年度
川井村 * 2005 年度
野田村 2009 年度 2013 年度 2013 年度
洋野町 2005 年度 2012 年度 2015 年度

仙台市宮城野区 2009 年度 2014 年度 2016 年度
仙台市若林区 2009 年度 2014 年度 2016 年度
仙台市太白区 2009 年度 2014 年度 2016 年度
石巻市 2008 年度 2013 年度 2015 年度
塩竈市 2009 年度 2013 年度 2015 年度
気仙沼市 2008 年度 2013 年度 2015 年度
名取市 2009 年度 2013 年度 2016 年度
多賀城市 2009 年度 2013 年度 2015 年度
岩沼市 2009 年度 2013 年度 2016 年度
東松島市 2008 年度 2012 年度 2014 年度
亘理町 2009 年度 2013 年度 2016 年度
山元町 2009 年度 2013 年度 2016 年度
松島町 2008 年度 2014 年度 2016 年度
七ヶ浜町 2009 年度 2012 年度 2014 年度
利府町 2009 年度 2013 年度 2015 年度
女川町 2007 年度 2013 年度 2013 年度
本吉町 ** 2006 年度
南三陸町 2007 年度 2013 年度 2013 年度

* 2010 年宮古市に合併　**2009 年気仙沼市に合併
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100m

t₁ なし

t₂ 

完全不一致

新規着工

3.5m以内で
重なる

建替又は存続

完全一致 完全不一致

存続

なし

解体

（参考）

DB

(6)

3

基本項

目種別

住宅地図DB

による分類
内容

本研究における

建物用途

1200 目標物 官公署庁（各省庁、都道府県庁、

警察署、消防署など）

公共施設（大学、高校、中学

校、小学校、病院、JR･ 私鉄駅、

体育館、博物館、美術館など）

神社 ･仏閣

目標物 1

1363 一般建物 ビル ･アパート名 一般建物 1

1364 一般建物 一般建物 2

1365 一般建物 事業所名 一般建物 3

1369 準目標物 * 公民館 ･市民会館など

2090-

2092

一般建物（戸

別名なし）

一般建物 4

2190-

2192

無壁舎（戸別

名なし）

無壁舎

2290-

2292

目標物（戸別

名なし）

目標物 2

*今回使用したデータには準目標物に当たるものはなかった。
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自治体ごとの
建物シェープファイル 

自治体 i
j

tatemono.shp

n

自治体 i
j

tatemono.shp

n

t₁ t₂ 

▶各シェープファイルに含まれる、
他の自治体分のフィーチャを削除
（属性検索→選択フィーチャの削除）
▶時点ごとに全自治体のシェープファイルを統合
（マージ）
▶新築 /存続判定用 ( “check” ) と
仮設判定用 ( “temp_house” ) の
フィールドを追加

Ⅰ）新規着工 /建替・存続の判定

準備

▶完全一致の場合、 “check” =1
（空間検索（ARE_IDENTICAL_TO）
→フィールド演算）
▶部分一致の場合、 “check” =2
（空間検索（WITHIN_A_DISTANCE）(3.5m)
→属性検索（ “check” 1）→フィールド演算）

Ⅱ） 仮設の判定
▶建物名に「仮設」を含む場合 “temp_house” =1
（属性検索 ( “housename” like ‘% 仮設%’ )
→フィールド演算）

3 DB /

総建物ポリ

ゴン数
新築

建替・存続
仮設

完全一致 部分一致

被災後 1
695,678 68,519

(9.8%)

481,437

(69.2%)

145,722

(20.9%)

5,491

(0.8%)

被災後 2
711,622 29,190

(4.1%)

648,038

(91.1%)

34,167

(4.8%)

5,310

(0.7%)

目標

物 1

目標

物 2

一般

建物 1

一般

建物 2

一般

建物 3

一般

建物 4

合計

被災後 1 恒久 /

有壁

9,360 2,630 27,747 264,345 51,166 289,601 644,849

仮設 19 0 5,432 0 40 0 5,491
被災後 2 恒久 /

有壁

9,769 2,571 29,146 271,684 51,966 294,484 659,620

仮設 14 0 5,258 0 38 0 5,310

2

(2016)
9

(2016)

(2016)

�?[ �?] ��?X

(2016)

�?X [?�

a: 近藤・柄谷 (2016) b: 本研究の集計結果 b/a

大槌町 142 (2010-2012) 354 (2008-2012) 2.5

大船渡市 243 (2010-2013) 2362 (2009-2013) 9.7

陸前高田市 1090 (2010-2013) 2982 (2008-2013) 2.7

気仙沼市 445 (2010-2013) 6864 (2008-2013) 15.4

南三陸町 304 (2010-2013) 3335 (2008-2013) 11.0

女川町 43 (2010-2013) 905 (2007-2013) 21.0

石巻市 1874 (2010-2013) 4966 (2008-2013) 2.6

東松島市 131 (2010-2013) 787 (2008-2012) 6.0

山元町 211 (2010-2012) 406 (2009-2013) 1.9

合計 4319 22961 5.3

* 括弧内は利用した住宅地図の発行年度

贄田・姥浦・宮川 (2016)* 本研究の集計結果
総建物数（2013 年度） 13,099 総建物数

（被災後 1：2013 年度）

（本設有壁）

26,403

新規着工建物数

（2010 年度～ 2012 年度）

228 新築建物数

（被災前～被災後 1：

2009年度～2013年度）

2,362

新規着工建物数

（2012 年度～ 2013 年度）

460

* 贄田・姥浦・宮川 (2016) の集計結果は、贄田・姥浦・宮川 (2016) の表 1

より引用した。引用した 2013 年度のデータは 2014 年 3月出版の 2013 年度

の住宅地図を基にしており、本研究の「被災後 1」のデータに相当する。
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近藤・柄谷 (2016)：2013 年度 本研究の分類：2013 年度
戸建住宅 107 44% 一般建物 2 347 15%
集合住宅 17 7% 一般建物 1 57 2%
その他（商

店・工場・

事業所等）

40 16%

一般建物 3 196 8%
目標物 1 43 2%

- - -

建設中 28 12% - - -

不明 50 21%
目標物 2

一般建物 4
1719 73%

贄田・姥浦・宮川 (2016)： 

2013 年度

本研究の分類：

2013 年度
戸建住宅 9,884 75% 一般建物 2 4,488 6%
集合住宅 508 4% 一般建物 1 9,840 12%
商業業務施設

1,000
8%

一般建物 3 2,472 3%
工業施設 413
公共公益施設 377 3% 目標物 1 1,364 2%
その他施設 253 2% - - -

- - - - -

不明 664 5%
目標物 2

一般建物 4
62,038 77%
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